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規制緩和

財政政策や金融政策より、政治判断にて実行可能な経済活性化策が、
「規制の見直し」です。成長分野を中心に、規制の撤廃までを視野におい
た徹底した見直しを進めるべきです。

例えば医療の分野。ＩＴをはじめとした技術の進歩は目覚しいものがあ
り、これらを活用することを前提に、いろいろな制度の見直しを検討して
もよいのではないでしょうか。テレビ電話システムを利用し、センターに
いる薬剤師と全国からコンタクトすることで、医薬品販売が 24時間可能
となれば、国民の利便性が高められます。セルフ・メディケーションの推
進と医療費削減の貢献にもつながるでしょう。「混合診療」の可能性を広
げるアイデアについては、民間企業等が協力できる仕組みにすることで、
医療機関の専門性と外からの新しい発想力が一緒になったイノベーション
が期待できるのではないでしょうか。

農業の分野では、民間企業がより積極的に参入できるような規制改革に
よって活性化が可能です。民間企業が持つ資本や技術、マネジメント・ノ
ウハウで、専業農家を積極的にサポートすることによって、質が高くて安
全・安心な農作物が供給できるようになります。自給率を高めるだけでな
く、“質 ”で国際競争力のある農業に脱皮することにさえつながっていく
はずです。

建設関係では、都市部の市街化調整区域はフレキシブルな事業展開を可
能にすべきです。そういう環境があれば、新しいアイデアが生まれ、資本
も投下されるようになります。短期的なデフレ対策には、不動産の活性化
が最も重要といえます。

何か新しいことを考えてやろう！というのは、やはり若い力じゃないと
できません。特に農業は担い手がどんどん少なくなっている中で、若い人
たちが面白がって技術革新を起こす仕組みをつくっていかなくてはなりま
せん。アイデアのある人の「こんなことをやりたい」を、金銭面からサポー
トすることも必要です。今、若い人たちの就職が厳しい状況ですが、夢の
ある若い人たちに資金を提供する仕組みを国がつくっていくべきです。

今の「規制」とは既存のものを守るための存在になっています。しか
し、そこからは新しい発想も新しい価値も生まれてきません。時代時代で
社会環境は変わっていくのです。ゆえに、今ある規制を絶えず見直してい
く必要があると考えています。


